
　６月20日㈰、「第16回どろんこミニバレー大会」が開催され、どろだらけの熱戦を展
開しました。 （関連記事を19ページに掲載）
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６
月
定
例
市
議
会
開
会

　『
国
、
地
方
自
治
体
、
地
域
が
協
力
し
、

総
合
的
な
対
策
を
』　

平
成
₂₂
年
第
３
回
大
洲
市
議
会
定
例
会
が
、
６
月
８
日（
火
）〜
₂₂
日（
火
）

ま
で
の
₁₅
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
平
成
₂₂
年
度
大
洲
市
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
予

算
関
係
₁₄
件
、
大
洲
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
条
例
関
係
７

件
、
人
事
案
件
１
件
、
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
な
ど
そ
の
他
３
件
、

ま
た
、
専
決
処
分
し
た
事
件
の
報
告
並
び
に
承
認
を
含
め
、
₂₆
議
案
が
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総　務　費
○ 廃校が決まった４小学校区に対し、地域支援を

行います。 ₈₀₀万円

民　生　費
○ スプリンクラーを設置する高齢者介護施設を支

援します。 ₇₃₂万円
○父子家庭に児童扶養手当を支給します。

₂,₂₉₈万円

商　工　費
○鵜船の船頭を養成します。 ₂₂₄万円
○ 松山以南の高速道路無料化に合わせて、南予の

自治体（９市町）が連携して観光客の集客を図
ります。 ₂₅₀万円

土　木　費

○ 堀之内踏切に警報機と遮断機を設置する負担金
を支出します。 ₇₆₀万円

教　育　費

○ 子どもたちの豊かな人間性や社会性を育むために
民泊を含む宿泊体験活動事業を実施します。

110万円

消　防　費

○ 愛媛県総合防災訓練が大洲市で開催されます。
₇₃万円

市
長
の
議
案
提
案
内
容
︵
要
旨
︶

〈
治
水
対
策
に
つ
い
て
〉

　

現
在
、
事
業
が
一
時
凍
結
さ
れ
て
お

り
ま
す
﹁
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
事
業
﹂
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
治
水
対
策
の
あ
り

方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
に
お
い
て
検

討
中
で
す
が
、
本
市
に
と
っ
て
喫
緊
の

課
題
は
、
水
没
予
定
地
の
生
活
再
建
で

す
。

　

山
下
議
長
と
と
も
に
、
４
月
22
日
に

は
県
知
事
、
県
議
会
お
よ
び
自
民
党
県

連
を
、
４
月
26
日
に
は
民
主
党
県
連
を

訪
問
し
、
関
係
者
の
生
活
再
建
支
援
と

付
替
県
道
整
備
の
継
続
実
施
な
ど
に
つ

い
て
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
知
事
は
、
５
月
17
日
に
国

土
交
通
省
に
対
し
、
生
活
再
建
策
の
早

期
実
施
を
求
め
ら
れ
、
四
国
地
方
整
備

局
か
ら
は
﹁
検
証
と
切
り
離
し
た
生
活

再
建
の
検
討
﹂
と
の
意
見
が
示
さ
れ
、

５
月
18
日
の
高
橋
衆
議
院
議
員
の
質
問

に
対
し
、
国
土
交
通
省
の
馬
淵
副
大
臣

は
、
生
活
再
建
に
は
前
向
き
の
姿
勢
を

表
明
さ
れ
ま
し
た
が
、﹁
凍
結
中
の
ダ
ム

の
個
別
補
償
に
は
法
整
備
が
必
要
﹂
と

の
認
識
を
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

河
道
整
備
に
関
し
て
は
、
多
田
地
区

の
堤
防
が
完
成
し
、
県
管
理
区
間
の
菅

田
地
区
の
板
野
橋
の
架
け
替
え
工
事
や

築
堤
工
事
が
順
次
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鹿
野
川
ダ
ム
改
造
計
画
で
は
、

国
土
交
通
省
に
よ
り
、
洪
水
調
節
の
た

め
の
﹁
ト
ン
ネ
ル
洪
水
吐
﹂
の
地
元
説

明
会
が
市
内
４
か
所
で
開
催
さ
れ
、
治

水
容
量
の
増
大
に
向
け
た
諸
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
小
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
〉

　

４
月
24
日
、
柳
沢
小
学
校
、
田
処
小

学
校
と
新
谷
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

地
元
で
合
意
を
い
た
だ
き
、
調
印
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
出
海
小
学
校
、
喜
多
灘
小
学

校
と
長
浜
小
学
校
の
統
合
に
続
く
合
意

と
な
り
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

小
学
校
の
統
廃
合
は
、
子
ど
も
に
と

っ
て
最
善
の
学
習
環
境
を
提
供
す
る
こ

と
を
最
優
先
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
廃
校
後

の
地
域
振
興
を
支
援
す
る
た
め
、﹁
小
学

校
統
廃
合
地
域
振
興
補
助
制
度
﹂
を
創

設
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

〈
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
〉

　

少
子
化
に
は
、
様
々
な
要
因
が
あ
り

ま
す
が
、
国
、
地
方
自
治
体
、
地
域
な

ど
が
協
力
し
、
総
合
的
な
対
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
本
市
と
し
て
も
、
学
童
保

育
な
ど
の
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
、
今
年
４
月
、
社
会
福
祉
課

内
に
﹁
子
育
て
支
援
室
﹂
を
新
設
し
ま

し
た
。

〈
雇
用
問
題
に
つ
い
て
〉

　

今
年
３
月
期
の
上
場
企
業
の
連
結
経

常
利
益
が
、
２
期
ぶ
り
の
増
益
に
転
じ
、

業
績
回
復
が
一
段
と
鮮
明
に
な
っ
た
と

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
今
回
の
業
績
回
復
は
、
リ
ス

ト
ラ
効
果
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
下

請
企
業
の
経
営
悪
化
や
失
業
者
の
増
加

を
招
い
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
、
平
成

20
年
度
か
ら
県
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業

を
実
施
し
、
２
３
０
人
の
雇
用
を
確
保

し
て
き
て
お
り
、
本
年
度
に
お
い
て
も
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
３
月
末
に
閉
鎖
さ
れ
ま

し
た
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
四
国
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
の
工
場
跡
地
を
含
む
東
大
洲
地

区
は
、
松
山
道
大
洲
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
に
近
く
、
南
予
で
も
顕
著
な
発
展
を

み
せ
て
い
る
地
域
で
あ
り
、
今
後
と
も
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高
速
道
路
の
無
料
化
社
会
実

験
が
、
来
年
３
月
末
日
ま
で
の

予
定
で
始
ま
り
ま
し
た
。
対
象

区
間
は
、
次
の
２
区
間
で
す
。

◇
松
山
自
動
車
道
〔
松
山
Ｉ
Ｃ

～
大
洲
Ｉ
Ｃ
〕
お
よ
び
〔
大
洲

北
只
Ｉ
Ｃ
～
西
予
宇
和
Ｉ
Ｃ
〕

※
大
洲
Ｉ
Ｃ
～
大
洲
北
只
Ｉ
Ｃ

に
つ
い
て
は
無
料
区
間

◇
高
知
自
動
車
道
〔
高
知
Ｉ
Ｃ

～
須
崎
東
Ｉ
Ｃ
〕

　

対
象
車
両
は
全
車
種
で
、
Ｅ

Ｔ
Ｃ
搭
載
車
だ
け
で
な
く
、
現

金
を
利
用
さ
れ
る
人
も
無
料
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
無
料
化
区

間
の
み
を
ご
利
用
さ
れ
る
場
合

は
、
通
行
料
金
を
い
た
だ
き
ま

せ
ん
が
、
入
り
口
で
は
通
行
券

を
お
取
り
い
た
だ
き
、
出
口
で

は
係
員
に
通
行
券
を
お
渡
し
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
有
料
区
間
と

無
料
化
区
間
を
連
続
し
て
ご
利

用
さ
れ
る
場
合
は
、
有
料
区
間

分
の
料
金
は
出
口
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
通
勤

に
、
ご
家
族
と
の
ド
ラ
イ
ブ
に
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【社会実験全般に関する問い合わせ先】
国土交通省 四国地方整備局道路計画課
☎087－851－8061

【高速道路および通行料金に関する問い合わせ先】
西日本高速道路㈱ 四国支社 広報グループ
☎087－825－1918
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高
速
道
路
無
料
化

社
会
実
験
が
始
ま
り
ま
し
た
！

積
極
的
に
企
業
誘
致
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
東
大
洲
地
区
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
産
直
市
﹁
愛
た
い
菜
﹂

に
つ
い
て
は
、
４
月
24
日
の
オ
ー

プ
ン
か
ら
５
月
23
日
ま
で
の
１
か

月
間
に
、
７
万
８
５
５
６
人
の
来

客
者
が
あ
り
、
順
調
な
滑
り
出
し

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
、
地
元
産
品
の
魅
力
を
よ

り
多
く
の
人
に
発
信
さ
れ
、
消
費

拡
大
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
地
域
活
性
化
や
雇
用
拡
大
に

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
併
せ
て
開
設
し
ま
し
た

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
５
月

末
現
在
で
、
住
民
票
な
ど
の
交
付

件
数
、
観
光
情
報
な
ど
の
問
合
せ

件
数
を
合
わ
せ
る
と
３
８
６
件
の

取
り
扱
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
観
光
に
つ
い
て
〉

　

６
月
下
旬
か
ら
実
施
予
定
の
松

山
以
南
の
高
速
道
路
の
無
料
化
は
、

人
や
物
の
流
れ
を
活
発
化
さ
せ
る

契
機
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

折
し
も
四
国
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
﹁
龍
馬
伝
﹂
や
﹁
坂
の
上
の
雲
﹂

の
放
映
に
よ
り
、
全
国
的
に
も
脚

光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

大
洲
市
と
龍
馬
の
関
係
は
、﹁
脱

藩
の
道
﹂
や
﹁
江
湖
の
港
﹂
と

い
っ
た
ゆ
か
り
の
地
の
ほ
か
、
４

月
に
発
表
さ
れ
た
﹁
い
ろ
は
丸
購

入
﹂
に
関
す
る
新
事
実
の
話
題
も

あ
り
、
今
回
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
、

観
光
客
誘
致
の
起
爆
剤
に
な
っ
て

く
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
一
時
的
な
ブ
ー
ム
に
終

わ
ら
せ
な
い
た
め
に
も
、
大
洲
市

観
光
協
会
が
計
画
さ
れ
た
﹁
昼
鵜

飼
い
﹂
は
、
お
子
様
連
れ
の
ご
家

族
や
女
性
を
中
心
に
、
観
光
客
の

増
加
に
つ
な
が
れ
ば
と
期
待
を
寄

せ
て
い
ま
す
。

〈
平
成
21
年
度
の

　
　
　
　

決
算
状
況
に
つ
い
て
〉

　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
く

様
々
な
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む

な
ど
、
徹
底
し
た
経
費
節
減
な
ど

に
努
力
し
た
結
果
、
一
般
会
計
に

お
い
て
は
黒
字
決
算
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
、
特
別
会
計
と
企
業

会
計
に
お
い
て
も
、
一
部
の
会
計

を
除
き
、
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し

た
こ
と
を
ご
報
告
し
ま
す
。

準
備
と
地
域
振
興
を
円
滑
に

　

小
学
校
統
廃
合
計
画
に
よ
り
廃

校
と
な
る
小
学
校
の
あ
る
地
域
に

対
し
て
、
そ
の
実
情
に
応
じ
た

統
廃
合
の
準
備
や
環
境
整
備
な
ど

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
廃
校
年
度
か
ら
４
年
間
の
期

間
限
定
の
地
域
支
援
措
置
を
講
じ

る
こ
と
と
し
、
統
廃
合
の
調
印
に

至
っ
た
４
校
区
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

高
齢
者
の
福
祉
向
上
と
安
心
安

全
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
新
た
に

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設
置
を
予
定
さ
れ

て
い
る
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

南
予
の
自
治
体
が
協
力
し
て

地
域
活
性
化

　

高
速
道
路
無
料
化
の
社
会
実
験

路
線
と
し
て
、
松
山
自
動
車
道
・
松

山
以
南
の
区
間
が
、
６
月
下
旬
に
無

料
化
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
南

予
の
自
治
体
が
連
携
し
て
観
光
交
流

を
促
進
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
の
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

安
心
・
安
全
の
た
め
に

　

若
宮
地
区
の
堀
之
内
踏
切
が
、

Ｊ
Ｒ
四
国
に
よ
っ
て
警
報
機
・
遮

断
機
付
き
の
１
種
踏
切
に
改
良
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
大
洲

市
の
負
担
分
を
計
上
し
ま
す
。

災
害
に
備
え
て

　

南
予
地
域
で
甚
大
な
被
害
が
想

定
さ
れ
る
南
海
地
震
に
よ
る
津
波

や
火
災
、
土
砂
災
害
な
ど
大
規
模

災
害
へ
の
応
急
対
策
を
テ
ー
マ
と

し
た
愛
媛
県
総
合
防
災
訓
練
が
、

９
月
１
日
に
本
市
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
関
係
経
費

を
計
上
し
ま
す
。

体
験
活
動
を
充
実

　

平
野
小
学
校
を
指
定
校
と
し
、

県
の
委
託
事
業
で
民
泊
体
験
活
動

を
実
施
し
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

　

一
般
会
計
予
算
の
補
正
額
は
１

１
０
２
万
７
千
円
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算

総
額
は
２
３
９
億
１
１
０
２
万
７

千
円
と
な
り
、
前
年
度
同
期
予
算

と
比
較
す
る
と
０
・
３
％
の
減
と

な
り
ま
す
。

人
事
案
件

　

議
会
の
同
意
を
受
け
た
人
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。︵
敬
称
略
︶

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

山
本
康
幸
︻
喜
多
山
︼︵
新
任
︶

　

上
田　

弘
︻
若
宮
︼︵
再
任
︶
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